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令和7年度上半期業績●社会貢献活動●TOPICS

令和7年度上半期 ディスクロージャー誌令和7年度上半期 ディスクロージャー誌
令和7年4月1日～令和7年9月30日

麓山公園  麓山の飛瀑安積疏水十六橋水門

安積疏水十六橋水門
ファン・ドールン像

総務部リスク統括課（平日 9：00～17：00）
TEL.024-932‐2227　FAX.024-923-3955

お客さまからのご意見・苦情・相談・要望等の受付窓口

審査管理部審査課（平日 9：00～17：00）
TEL.024-932‐2225　FAX.024-923-3955

貸出条件の変更等に関する要望・相談・苦情等窓口

●対象カード
福島県内8信用金庫が発行するすべてのカード

●対象ATM
福島県内8信用金庫が設置する店舗内・店舗外ATM

●ご利用内容
お預入れ・お引出し

福島県内8信用金庫のATMご利用手数料が 当金庫は「でんさいネット」
参加金融機関です終日無料3 6 5 日

（注）共同ATM等の一部対象外がございます。

店舗の
ご案内

■本店営業部
☎024-932-2230
■卸町支店
☎024-959-6550
■久留米支店
☎024-945-6701

■熱海支店
☎024-984-2280
■菜根支店
☎024-922-7222
■並木支店
☎024-938-7110

■東支店
☎024-944-7761
■希望ヶ丘支店
☎024-952-2411
■台新支店
☎024-934-1136

■開成山支店
☎024-922-8315
■富久山支店
☎024-932-2600
■金屋支店
☎024-942-6760

■安積支店
☎024-945-3040
■大槻支店
☎024-952-3010
■八山田支店
☎024-934-0411

■三春支店
☎0247-62-2105
■小野町支店
☎0247-72-3115
■船引支店
☎0247-82-1160

■川内支店
☎0247-61-6188

郡　山　市 田村市・田村郡

〒963-8630 福島県郡山市清水台二丁目13番26号
Telephone  024-932-2222（代表）
Facsimile     024-923-3955
https://gunshin.co.jp/

（令和7年11月1日現在）

ご利用、ご相談は窓口・営業担当へ
お申付けください。

全国銀行協会の電子債権記録機関

南東北の流通拠点に開設して50年
卸町支店は、喜久田町卸団地の一角に昭和50年9月25日

に開設され、50周年を迎えました。
昔から交通の要衝として発展してきた郡山は、「陸の貿

易港」とさえ言われていました。そこへ昭和48年東北縦貫
自動車道が開通し、郡山インターチェンジ近くに南東北
総合卸センター協同組合が創業しました。また、団地内に
は郡山トラックセンター事業協同組合も開設され、東北
でも有数の物流基地となりました。
卸団地は、かつて国営事業安積開拓で鳥取藩旧士族が

中心となり開拓した地であり、今なお田園風景が広がる
中、卸売業・運送業を中心に100社が集結する大規模な物
流拠点基地となっております。
喜久田町の地名は、明治9年当時の早稲原村・前田沢村・

堀之内村・下伊豆村（現熱海町下伊豆島）の4つの村が合併
した際に名付けられましたが、合併当時作物が実らない
荒地であったため、早く喜びがもたらされる土地にした
いという願いを込めて「喜久田」としたのではないかと一
部で伝えられております。
喜久田町卸団地も開設50周年を迎えており、「新たな50

年へ躍進する」をスローガンに掲げ、南東北の流通拠点と

して発展を続けております。当支店
も、地域の更なる発展に向けて今後
も尽力して参ります。

卸町支店開設50周年にあたって
開設50周年を迎えることが出来
ましたのは、地域の皆様のご支援、
ご愛顧の賜物と感謝申し上げます。
当金庫の基本理念及び経営理念

（地域、お客様、働き手、当金庫、そし
て未来の五方よし）のもと、地域社
会の発展に貢献できるよう、今後も卸町支店職員一同、尽
力して参ります。皆様には、引き続き変わらぬご支援のほ
ど宜しくお願い致します。

地域のお客様へ
新たな50年へ向けたスタートラインに立ち、より一層
お客様から愛され、信頼される店舗を目指して努力して
いきます。職員一同、笑顔で明るく元気に頑張って参りま
す。

卸町支店  支店長
五十嵐　剛

おかげさまで卸町支店は
開設50周年を迎えることができました。

おかげさまで卸町支店は
開設50周年を迎えることができました。



～郡山信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展を目指して～

皆さまには平素より、郡山信用金庫をご愛顧賜りまして、心から御礼申し上げます。
令和7年度も半期が経過し、6カ月の事業内容、業績等をまとめたミニディスクロージャー

誌「まごころバンクレポート2025.9」を刊行いたしましたので、ご高覧いただければ幸いに
存じます。

さて、世界経済は、地政学的リスクの高止まりに加え、主要国における金融政策の動向と
その複雑な影響、また中国経済の低迷とその構造的な課題など、依然として先行き不透明な
状況が続いております。特に、トランプ関税に代表される米国の通商政策の動向やエネル
ギー価格の継続的な変動は、国際的な貿易摩擦の激化、サプライチェーンの混乱、そして物
価の不安定化を招き、世界経済の先行き不透明感を一層強めております。

一方、国内経済に目を向けますと、新政権発足により、その経済政策への期待感が広がる
中、株式市場では日経平均株価が過去最高値を更新するなど、市場の活況を呈しておりま
す。インバウンド需要の堅調な推移や企業収益の改善を背景に、経済活動は緩やかな回復基
調を維持しており、特に継続的な賃上げの動きは個人消費を力強く支える要因として期待さ
れております。しかしながら、世界的な物価高の影響が依然として残り、消費者の購買意欲
や中小企業の経営への影響には引き続き注視が必要であり、先行きの不透明感は完全には払
拭されておりません。

金融面においては、日本銀行がこれまでの金融緩和政策から正常化に向けた動きにより
「金利のある世界」へ転換し、当金庫は資金調達コストの上昇、為替や金利動向の変化など

新たなリスク管理が求められ、お客様にとっても資金調達コストや住宅ローン金利への影響などが懸念され、経営環境は一層複
雑化しております。

郡山信用金庫は、このような環境においても、基本理念および経営理念（地域、お客様、働き手、当金庫、そして未来の5方
よし）のもと、地域に根差した金融機関として、お取引先の皆様の抱える事業承継や人手不足、DX・GXなどの様々な課題をと
もに解決していく「課題解決型支援」に注力し、地域経済の活性化と地域の皆様の豊かな生活の実現に向け、Face to Faceを大
切にしながら、地元と共に歩んでいく所存でございます。

皆様には、引き続き変わらぬご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

　当金庫は、令和６年４月に中期３カ年計画をスタートさせました。本計画は当金庫の目指すべき姿として、
「会員、お客さま、そして職員をはじめとする地域のすべての人の成長と幸せのために行動し、協同組織の地
域金融機関として地域が抱える課題解決に貢献することにより、持続可能な地域社会を創る」を掲げ、その
実現に向けて策定いたしました。

■当金庫の概要（令和7年9月30日現在）
名　　称

主な業務

理 事 長

本　　店

創　　立
出 資 金
会 員 数
預金積金
貸 出 金
役 職 員
店 舗 数
営業地区一覧

郡山信用金庫
預金・定期積金の受入　貸付・手形割引
為替取引　その他の付随業務
渡邉　公靖
福島県郡山市清水台二丁目13番26号
TEL 024（932）2222（代）
FAX 024（923）3955
URL  https://gunshin.co.jp/
大正13年3月8日
1,262百万円
23,206人
237,789百万円
116,592百万円
186名
19店舗

郡山市、須賀川市、田村市、
二本松市、本宮市
安達郡一円、田村郡一円、
岩瀬郡一円
石川郡のうち
平田村、玉川村、石川町、
いわき市のうち
川前町、三和町

（ただし、三和町のうち上三坂、
中三坂、下三坂に限る。）
双葉郡のうち
川内村、葛尾村

令和7年11月

理事長  渡邉 公靖

「ぐんしんは地域の発展に貢献します」
「ぐんしんはお客様との信頼を大切にします」
「ぐんしんは働きがいのある職場をつくります」
「ぐんしんは健全経営に努めます」

ぐんしん『未来を拓く変革への挑戦』

重 点 施 策

主 要 計 画 計 数

中期3カ年経営計画 （令和6年4月～令和9年3月）

財務基盤の管理・強化（収益力・健全性）
①収益力の強化　②収益管理の徹底　③健全性の管理強化　④生産性・効率性の向上

顧客支援力の強化
①課題解決力の強化　②営業力の強化　③地域経済活性化への貢献

持続的な人的基盤の確立
①職員のスキル強化　②働きがいのある職場づくり　③組織力の強化

法令等の遵守
①コンプライアンスの遵守

ぐんしんは
地域の発展に
貢献します

ぐんしんは
お客様との
信頼を大切に
します

ぐんしんは
働きがいの
ある職場を
つくります

ぐんしんは
健全経営に
努めます

「共生そして未来への挑戦」
基本理念

未来よし

経営理念

五方よし

地域よし
お客様よし
働き手よし
当金庫よし

当金庫の基本理念・経営理念は五方よし

ぐんしんについて

理事長あいさつ 中期３カ年計画

基本理念　共生 そして未来への挑戦
経営理念

1

2

3

4

未来
よし

お客様
よし

当金庫
よし

働き手
よし

地域
よし

●貸出金末残
　118,742百万円
●預金残高
　238,434百万円

規　模 収 益 性
●コア業務純益
　（投信解約益除く）
　439百万円

健 全 性
●自己資本比率
　12.25％以上
●不良債権比率
　2.50％以下（金融再生法）
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　当金庫はなりすまし詐欺の被害を未然に防止す
るため「ぐんしんなりすまし詐欺防止コールセンタ
ー」の設置や、なりすまし詐欺防止アドバイザー
の任命、「なりすまし詐欺被害未然防止川柳」チラ
シを窓口のほか渉外訪問先のお客さまにも配布
し、注意喚起を行うなど詐欺被害防止に積極的に
取組んでおります。

地域社会の再生・活性化をめざして
ー地域と運命共同体であるぐんしんはふれあいを大切に、地域発展に努めています

地元への貢献、地域の活性化を進めることがぐんしんの使命です

なりすまし詐欺被害の
　防止への取組みについて

福島県内の８金庫は、SDGsの目指す理念に賛同し地域
社会の一員として各金庫の経営理念および地域特性を
踏まえながら福島県の地域経済の持続的発展に向け連
携して取り組むことを宣言します。

○経営支援、創業支援、事業承継支援、
　ビジネスマッチ等への取組
○クラウドファンディング運営企業との連携による
　資金調達の提供
○中小企業者に対する融資商品
　「地域創生支援ローン」の取扱
○信金中金と連携したキャッシュレス決済機能の推進
○保証協会・信金中央金庫との連携による勉強会の実施

○福島県しんきんゼロネットサービスの取組
○特殊詐欺被害防止への取組
○高齢化社会に向けた各種相談会の実施と
　「後見支援預金」の取扱
○「子供の安全・安心ふくしまネットワーク」への協力
　（警察との連携強化）
○地公体・企業との包括連携協定の締結による取引先の
　成長と地域経済の活性化
○子供たちの金融教育支援「マネースクール」の実施
○子供の未来応援国民運動への参加
　（古本募金、職員募金活動の実施）

○地球温暖化防止対策推進のため
　「福島議定書」への参加
○一斉クリーン作戦の共同実施
○クールビズ・ウォームビズの共同実施
○災害用備蓄品の配備
○ペーパーレス化への取組

共同宣言
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令和７年５月24・25日 ●第７２回福島県信用金庫協会親善野球大会（優勝）
 　 • 南部スタジアム（いわき市）で開催
令和７年５月３０日 ●総代幹事懇談会
令和７年６月４・５日 ●地区別総代懇談会
令和７年６月17日 ●第102期通常総代会
令和７年７月８日 ●第２９回ぐんしん年金友の会連合会親善グラウンド・ゴルフ大会
 　 • バーデングラウンド・ゴルフクラブで開催 （95名参加）
令和７年７月26日 ●第６９回東北地区信用金庫野球大会
 　 • 白河グリーンスタジアム・ブルースタジアムで開催
令和７年８月８日 ●第６１回郡山うねめまつり「うねめ踊り流し」 （148名参加）
令和７年９月８日～１２日 ●第２６回ぐんしん年金友の会連合会旅行
 　 • 千葉県・南房総
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会員数　23,206人

出資金残高　1,262百万円

令和7年9月30日現在

福島県8金庫「SDGs共通の取組」

郡山うねめまつり「うねめ踊り流し」参加
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有価証券評価損益は６億2百万円改善
しました。
　日本銀行による政策金利引き上げにより国内
金利が上昇し債券価格が下落したものの世界的
な金利引き下げ、および株式・不動産市場の活況
を受け、令和7年3月末と比較し有価証券評価損
益は6億2百万円改善しました。

16.55

3,330

14.25

3,789
3,1483,604

182185

自己資本の充実度の状況
（単位：百万円・％）

1. 総所要自己資本額＝リスク・アセット×4％
2. オペレーショナル・リスクは、当金庫は基礎的手法を採用しております。

　⑤信用リスク・アセット
　⑥オペレーショナル・リスク

13,785
13,857
△ 72

83,274
78,718

4,555

13,502
13,567
△ 65

94,742
90,106

4,636

項　　　　目 令和7年3月末

16.45

3,439
3,257

182

14,145
14,210
△ 64

85,988
81,432

4,555

令和7年9月末令和6年9月末

自己資本比率 ＝ ×100A
B

単体総所要自己資本額 ＝ ×4％B

＝ ×4％③

＝ ×4％④

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし
　　自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。なお、当金庫は国内基準を採用しております。

自己資本額A
　①コア資本に係る基礎項目の額
　②コア資本に係る調整項目の額
リスク・アセット等B
　③信用リスク・アセット
　④オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8％で除して得た額

（単位：百万円）

株　式
債　券
その他
小　計
株　式
債　券
その他
小　計

合　計

519
1,132
4,648
6,300

121
42,905
18,417
61,444
67,745

384
1,132
4,449
5,965

142
46,124
20,052
66,319
72,285

135
0

199
334
△20

△3,218
△1,635
△4,874
△4,540

種　類

貸借対照表
計上額が取得
原価を超える
もの

貸借対照表
計上額が取得
原価を超え
ないもの

貸借対照表
計上額 取得原価 差　額

令和7年3月末

550
1,154

11,960
13,664

94
42,969
14,154
57,218
70,883

365
1,152

11,300
12,818

100
46,536
15,338
61,975
74,794

185
1

659
846
△6

△3,566
△1,183
△4,756
△3,910

貸借対照表
計上額 取得原価 差　額

令和7年９月末

その他有価証券

（単位：百万円）

債　券
その他
小　計
債　券
その他
小　計

合　計

129
－

129
1,972
－

1,972
2,101

132
－

132
1,896
－

1,896
2,029

3
－
3

△75
－

△75
△71

種　類

時価が貸借
対照表計上額
を超えるもの

時価が貸借
対照表計上額
を超えない
もの

貸借対照表
計上額 時　価 差　額

令和7年3月末

129
－

129
4,184
－

4,184
4,313

132
－

132
4,081
－

4,081
4,214

3
－
3

△102
－

△102
△99

貸借対照表
計上額 時　価 差　額

令和7年９月末

満期保有目的の債券

時価は、末日における市場価格等に基づいております。
上記の「債券」は、国債、地方債、短期社債及び社債です。
上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表に含めておりません。

1.
2.
3.
4.

（注）

1.
2.
3.
4.

（注） 貸借対照表計上額は、末日における市場価格等に基づいております。
上記の「債券」は、国債、地方債、短期社債及び社債です。
上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表に含めておりません。

売買目的有価証券 該当するものはございません。

有価証券残高構成

（単位：％）

有価証券
残高構成

（令和7年9月末現在）

地方債
5.4

社債
40.9

その他の
証券
34.7

国債
18.1

株式
0.9

有価証券の時価情報

自己資本額は増加し、経営体力はさらに強
化されました。
　自己資本額は、前期末比3億59百万円増加し、141億
45百万円となり経営体力は強化されています。
　自己資本比率は16.45％で、国内金融機関の自己資本
比率基準4％を大幅に上回っております。

自己資本充実の状況

預金積金は44億円の増加と
なりました。
　預金積金残高は、法人預金の増
加により、前期末比44億62百万円
増加し2,377億89百万円となりま
した。

預金積金人格別残高構成
（単位：％）

（令和7年9月末現在）

預金積金
人格別

残高構成
個人
68.2

法人
26.1

金融機関
0.0

公金
5.7

預金積金の状況 預金積金残高の推移

令和6年9月末 令和7年3月末 令和7年9月末

（単位：百万円）

0

150,000

200,000

250,000
233,326 237,789236,335

貸出金は25億円の増加
となりました。
　貸出金残高は、個人資金及び金融・
保険、卸売・小売業の増加により、前
期 末 比 2 5 億 6 8 百 万 円 増 加し 、
1,165億92百万円となりました。

貸出金業種別残高構成

（令和7年9月末現在）

（単位：％）

不動産業
13.8建設業

9.2

医療・福祉
3.4

卸売・小売業
8.9

地方公共団体
9.9

金融・保険業
8.1

その他のサービス
2.5

その他
9.8

個人
34.4

貸出金の状況

令和7年3月末 令和7年9月末

貸出金残高の推移

令和6年9月末

（単位：百万円）
113,058 114,024 116,592

0

80,000

100,000

120,000

当期純利益は3億50百万円となりました。
　貸出金利息や有価証券利息配当金等の資金運用収益が増加したこと
等で経常収益が増加したものの、株式等売却益等の臨時収益が減少し
たことで、当期純利益は前年同期比14百万円減少の3億50百万円とな
りました。

令和6年9月末
288
284
284
284

令和７年9月末
282
276
323
323

主要な業務の状況を示す指標 （単位:百万円）

業務純益
実質業務純益
コア業務純益

コア業務純益（投信解約損益を除く）

損益の状況 損益の推移
（単位：百万円）

400

200

300

100

0

経常利益 当期純利益

令和6年9月末 令和7年9月末

353 350
369 365

不良債権比率は3.23%
となりました。
　令和7年9月時点の不良債権は37億
97百万円、不良債権比率は3.23%です。
不良債権に対しては、担保・保証及び貸倒
引当金により88.24%が保全されており
ます。

金融再生法開示債権の状況 不良債権比率・不良債権残高の推移
要管理債権破産更生債権及び

これらに準ずる債権
危険債権
不良債権比率

0

5,000

10,000

（単位：％）
（単位：百万円）4

0

1

2

3 3.13 3.09
3.23

令和7年9月末令和6年9月末 令和7年3月末

不良債権残高 3,566 不良債権残高 3,548 不良債権残高 3,797

令和７年度上半期業績のご報告について
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1,462

230
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1,282
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2,171

1,311

12
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11
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7

令和6年9月末 令和7年3月末 令和7年9月末
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自己資本比率・自己資本額・総所要自己資本額の推移
自己資本額 総所要自己資本額 自己資本比率
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　　自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。なお、当金庫は国内基準を採用しております。

自己資本額A
　①コア資本に係る基礎項目の額
　②コア資本に係る調整項目の額
リスク・アセット等B
　③信用リスク・アセット
　④オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8％で除して得た額

（単位：百万円）

株　式
債　券
その他
小　計
株　式
債　券
その他
小　計

合　計

519
1,132
4,648
6,300

121
42,905
18,417
61,444
67,745

384
1,132
4,449
5,965

142
46,124
20,052
66,319
72,285

135
0

199
334
△20

△3,218
△1,635
△4,874
△4,540

種　類

貸借対照表
計上額が取得
原価を超える
もの

貸借対照表
計上額が取得
原価を超え
ないもの

貸借対照表
計上額 取得原価 差　額

令和7年3月末

550
1,154

11,960
13,664

94
42,969
14,154
57,218
70,883

365
1,152

11,300
12,818

100
46,536
15,338
61,975
74,794

185
1

659
846
△6

△3,566
△1,183
△4,756
△3,910

貸借対照表
計上額 取得原価 差　額

令和7年９月末

その他有価証券

（単位：百万円）

債　券
その他
小　計
債　券
その他
小　計

合　計

129
－

129
1,972
－

1,972
2,101

132
－

132
1,896
－

1,896
2,029

3
－
3

△75
－

△75
△71

種　類

時価が貸借
対照表計上額
を超えるもの

時価が貸借
対照表計上額
を超えない
もの

貸借対照表
計上額 時　価 差　額

令和7年3月末

129
－

129
4,184
－

4,184
4,313

132
－

132
4,081
－

4,081
4,214

3
－
3

△102
－

△102
△99

貸借対照表
計上額 時　価 差　額

令和7年９月末

満期保有目的の債券

時価は、末日における市場価格等に基づいております。
上記の「債券」は、国債、地方債、短期社債及び社債です。
上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表に含めておりません。

1.
2.
3.
4.

（注）

1.
2.
3.
4.

（注） 貸借対照表計上額は、末日における市場価格等に基づいております。
上記の「債券」は、国債、地方債、短期社債及び社債です。
上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表に含めておりません。

売買目的有価証券 該当するものはございません。

有価証券残高構成

（単位：％）

有価証券
残高構成

（令和7年9月末現在）

地方債
5.4

社債
40.9

その他の
証券
34.7

国債
18.1

株式
0.9

有価証券の時価情報

自己資本額は増加し、経営体力はさらに強
化されました。
　自己資本額は、前期末比3億59百万円増加し、141億
45百万円となり経営体力は強化されています。
　自己資本比率は16.45％で、国内金融機関の自己資本
比率基準4％を大幅に上回っております。

自己資本充実の状況

預金積金は44億円の増加と
なりました。
　預金積金残高は、法人預金の増
加により、前期末比44億62百万円
増加し2,377億89百万円となりま
した。

預金積金人格別残高構成
（単位：％）

（令和7年9月末現在）

預金積金
人格別

残高構成
個人
68.2

法人
26.1

金融機関
0.0

公金
5.7

預金積金の状況 預金積金残高の推移

令和6年9月末 令和7年3月末 令和7年9月末

（単位：百万円）

0

150,000

200,000

250,000
233,326 237,789236,335

貸出金は25億円の増加
となりました。
　貸出金残高は、個人資金及び金融・
保険、卸売・小売業の増加により、前
期 末 比 2 5 億 6 8 百 万 円 増 加し 、
1,165億92百万円となりました。

貸出金業種別残高構成

（令和7年9月末現在）

（単位：％）

不動産業
13.8建設業

9.2

医療・福祉
3.4

卸売・小売業
8.9

地方公共団体
9.9

金融・保険業
8.1

その他のサービス
2.5

その他
9.8

個人
34.4

貸出金の状況

令和7年3月末 令和7年9月末

貸出金残高の推移

令和6年9月末

（単位：百万円）
113,058 114,024 116,592

0

80,000

100,000

120,000

当期純利益は3億50百万円となりました。
　貸出金利息や有価証券利息配当金等の資金運用収益が増加したこと
等で経常収益が増加したものの、株式等売却益等の臨時収益が減少し
たことで、当期純利益は前年同期比14百万円減少の3億50百万円とな
りました。

令和6年9月末
288
284
284
284

令和７年9月末
282
276
323
323

主要な業務の状況を示す指標 （単位:百万円）

業務純益
実質業務純益
コア業務純益

コア業務純益（投信解約損益を除く）

損益の状況 損益の推移
（単位：百万円）

400

200

300

100

0

経常利益 当期純利益

令和6年9月末 令和7年9月末

353 350
369 365

不良債権比率は3.23%
となりました。
　令和7年9月時点の不良債権は37億
97百万円、不良債権比率は3.23%です。
不良債権に対しては、担保・保証及び貸倒
引当金により88.24%が保全されており
ます。

金融再生法開示債権の状況 不良債権比率・不良債権残高の推移
要管理債権破産更生債権及び

これらに準ずる債権
危険債権
不良債権比率

0

5,000

10,000

（単位：％）
（単位：百万円）4

0

1

2

3 3.13 3.09
3.23

令和7年9月末令和6年9月末 令和7年3月末

不良債権残高 3,566 不良債権残高 3,548 不良債権残高 3,797

令和７年度上半期業績のご報告について

235

1,868

1,462

230

2,034

1,282

314

2,171

1,311

12

0

5,000
11

10

9

8

7

令和6年9月末 令和7年3月末 令和7年9月末

13,502

3,789

14,145

3,439

13,785

3,330

自己資本比率・自己資本額・総所要自己資本額の推移
自己資本額 総所要自己資本額 自己資本比率

15

16

14

13

15,000

10,000

（単位：％）
（単位：百万円）

17

18

14.25

16.4516.55
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令和7年度上半期業績●社会貢献活動●TOPICS

令和7年度上半期 ディスクロージャー誌令和7年度上半期 ディスクロージャー誌
令和7年4月1日～令和7年9月30日

麓山公園  麓山の飛瀑安積疏水十六橋水門

安積疏水十六橋水門
ファン・ドールン像

総務部リスク統括課（平日 9：00～17：00）
TEL.024-932‐2227　FAX.024-923-3955

お客さまからのご意見・苦情・相談・要望等の受付窓口

審査管理部審査課（平日 9：00～17：00）
TEL.024-932‐2225　FAX.024-923-3955

貸出条件の変更等に関する要望・相談・苦情等窓口

●対象カード
福島県内8信用金庫が発行するすべてのカード

●対象ATM
福島県内8信用金庫が設置する店舗内・店舗外ATM

●ご利用内容
お預入れ・お引出し

福島県内8信用金庫のATMご利用手数料が 当金庫は「でんさいネット」
参加金融機関です終日無料3 6 5 日

（注）共同ATM等の一部対象外がございます。

店舗の
ご案内

■本店営業部
☎024-932-2230
■卸町支店
☎024-959-6550
■久留米支店
☎024-945-6701

■熱海支店
☎024-984-2280
■菜根支店
☎024-922-7222
■並木支店
☎024-938-7110

■東支店
☎024-944-7761
■希望ヶ丘支店
☎024-952-2411
■台新支店
☎024-934-1136

■開成山支店
☎024-922-8315
■富久山支店
☎024-932-2600
■金屋支店
☎024-942-6760

■安積支店
☎024-945-3040
■大槻支店
☎024-952-3010
■八山田支店
☎024-934-0411

■三春支店
☎0247-62-2105
■小野町支店
☎0247-72-3115
■船引支店
☎0247-82-1160

■川内支店
☎0247-61-6188

郡　山　市 田村市・田村郡

〒963-8630 福島県郡山市清水台二丁目13番26号
Telephone  024-932-2222（代表）
Facsimile     024-923-3955
https://gunshin.co.jp/

（令和7年11月1日現在）

ご利用、ご相談は窓口・営業担当へ
お申付けください。

全国銀行協会の電子債権記録機関

南東北の流通拠点に開設して50年
卸町支店は、喜久田町卸団地の一角に昭和50年9月25日

に開設され、50周年を迎えました。
昔から交通の要衝として発展してきた郡山は、「陸の貿
易港」とさえ言われていました。そこへ昭和48年東北縦貫
自動車道が開通し、郡山インターチェンジ近くに南東北
総合卸センター協同組合が創業しました。また、団地内に
は郡山トラックセンター事業協同組合も開設され、東北
でも有数の物流基地となりました。
卸団地は、かつて国営事業安積開拓で鳥取藩旧士族が
中心となり開拓した地であり、今なお田園風景が広がる
中、卸売業・運送業を中心に100社が集結する大規模な物
流拠点基地となっております。
喜久田町の地名は、明治9年当時の早稲原村・前田沢村・

堀之内村・下伊豆村（現熱海町下伊豆島）の4つの村が合併
した際に名付けられましたが、合併当時作物が実らない
荒地であったため、早く喜びがもたらされる土地にした
いという願いを込めて「喜久田」としたのではないかと一
部で伝えられております。
喜久田町卸団地も開設50周年を迎えており、「新たな50
年へ躍進する」をスローガンに掲げ、南東北の流通拠点と

して発展を続けております。当支店
も、地域の更なる発展に向けて今後
も尽力して参ります。

卸町支店開設50周年にあたって
開設50周年を迎えることが出来
ましたのは、地域の皆様のご支援、
ご愛顧の賜物と感謝申し上げます。
当金庫の基本理念及び経営理念

（地域、お客様、働き手、当金庫、そし
て未来の五方よし）のもと、地域社
会の発展に貢献できるよう、今後も卸町支店職員一同、尽
力して参ります。皆様には、引き続き変わらぬご支援のほ
ど宜しくお願い致します。

地域のお客様へ
新たな50年へ向けたスタートラインに立ち、より一層
お客様から愛され、信頼される店舗を目指して努力して
いきます。職員一同、笑顔で明るく元気に頑張って参りま
す。

卸町支店  支店長
五十嵐　剛

おかげさまで卸町支店は
開設50周年を迎えることができました。

おかげさまで卸町支店は
開設50周年を迎えることができました。


